
年度 授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

実習演習

科  目  名 作業療法管理学 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2024

学        科 作業療法士学科 科 目 区 分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員 石橋　康信、他教員
実務経験と

その関連資格
作業療法士として老年期・身体領域の現場で勤務経験あり。

対 象 学 年 3年 学期及び曜時限 教室名 406号室、5F実習室

質の高い作業療法を提供するため、組織運営に関するマネジメント能力を養うとともに、作業療法倫理を深め、正しい知識を
学習することでマネジメント能力を培う。

出席、授業態度、試験、必要に応じてレポート課題を含める。

第
3
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

職業倫理について理解することができる。

配布資料
講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。

PT・OTビジュアルテキスト　リハビリテーション管理学

授業を理解するために復習を通して、知識の理解を深める。

グループワークも導入します。幅広い議論と知見を養っていきましょう。

授業の
方法 内   容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定

社会科学からみた管理学、医療・看護における管理学、リハビリ
テーションにおける管理学について学ぶ。

第
2
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

理学療法士・作業療法士が勤務する組織と関連法規について
知ることができる。

配布資料
講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。

第
1
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

管理学とは何かを知ることができる。

配布資料
講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。

各コマに
おける

授業予定

倫理とは、理学療法士・作業療法士の倫理、対象者の権利・尊
厳について学ぶ。

各コマに
おける

授業予定

組織と関連法規の鳥瞰図、各組織と関連法規の基礎知識につ
いて学ぶ。

第
5
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

リスク管理について理解することができる。

配布資料

第
4
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

リスク管理について理解することができる。

配布資料

講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。各コマに

おける
授業予定

理学療法・作業療法で起こり得る有害事象について学ぶ。

各コマに
おける

授業予定
理学療法・作業療法で起こり得る有害事象について学ぶ。

講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。



第
7
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

リスク管理について理解することができる。

第
6
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

リスク管理について理解することができる。

配布資料
講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。

授業の
方法 内   容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

配布資料
講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。各コマに

おける
授業予定

理学療法・作業療法で起こり得る有害事象について学ぶ。

各コマに
おける

授業予定
理学療法・作業療法で起こり得る有害事象について学ぶ。

第
9
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

リスク管理について理解することができる。

配布資料

第
8
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

リスク管理について理解することができる。

配布資料

講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。各コマに

おける
授業予定

理学療法・作業療法で起こり得る有害事象について学ぶ。

各コマに
おける

授業予定
理学療法・作業療法で起こり得る有害事象について学ぶ。

講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。

第
11
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

病院における管理運営について理解することができる。

配布資料

第
10
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

病院における管理運営について理解することができる。

配布資料

講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。各コマに

おける
授業予定

物品管理、収益、臨床実習の概要について学ぶ。

各コマに
おける

授業予定
人事・人材、職員教育・卒後教育、業務・情報について学ぶ。

講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。

第
13
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険関連施設における管理・運営について理解することが
できる。

配布資料

第
12
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険関連施設における管理・運営について理解することが
できる。

配布資料

講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。各コマに

おける
授業予定

物品管理、収益、臨床実習の概要について学ぶ。

各コマに
おける

授業予定
人事・人材、職員教育・卒後教育、業務・情報について学ぶ。

講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。

第
15
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

その他の管理・運営について理解することができる。

配布資料

第
14
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

卒前教育における管理・運営について理解することができる。

配布資料

講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。各コマに

おける
授業予定

研究室、会社、NPO法人における管理・運営について学ぶ。

各コマに
おける

授業予定

学科（専攻）の立ち上げ、教員人事、臨床実習、国家試験対策
について学ぶ。

講義資料をもとにして授業
で行った内容を復習する。


